
第４回 引佐南部中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開催日時  令和６年２月２０日(火)  １３時３０分から１５時３０分まで 

２ 開催場所  引佐南部中学校 ２Ｆ会議室 

３ 出席委員  内山 哲哉、山村 行弘、安戸 哲弘、河村 壽子、石野 由美子、眞鍋 和親、 

         鈴木 千香子 

４ 欠席委員  永田 琢也 

５ 学 校  阪井 小百合（校長）、北野 昌宏（教頭）、十河 直美（ＣＳ担当教員）、 

         荒谷 朋子（ＣＳディレクター） 

６ 傍 聴 者  なし 

７ 会議録作成者  ＣＳディレクター 荒谷 朋子 

８ 議長の選出 

司会から、本日の議長の選出について、前回協議通り内山会長にお願いする旨確認し、全員異議なく

これを承認した。 

９ 協議事項 

（１） 来年度学校運営基本方針の説明 

（２） 学校運営協議会の自己評価 

10 会議記録 

  司会の北野教頭から、委員総数８人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立

している旨の報告があった。 

  また、会議に先立ち、前回会議録の確認をお願いした。 

（１） 来年度学校運営基本方針の説明 

議長の指示により、校長から、資料に基づき来年度の学校運営基本方針について説明があり、委員か

ら、以下の発言があった。 

 「日本一の学校」に関しては、質問項目から外していいのでは。目標であって、評価の対象で

はないのでは。（安戸委員） 

 子供たちがわかりやすい、判断しやすいものにしたほうが良い。（山村委員） 

 「日本一の学校である」よりは「しようと思っている」なら質問としていいと思う。（内山会

長） 

 子供たちが良いと思っていることをさらに補強するところで、人間関係を充実させるのは良

いことだと思う。（内山会長） 

 「自分の学級は安心できる場である」と思えない子は同窓会にも来ない。この程度の％であれ

ば、正常曲線と思う。（安戸委員） 

 二十歳の集いの出席率が引佐も１００％以上から８０％まで落ちた。（山村委員） 

 学校評価で、保護者の立場からすると分かりにくい質問もある。（河村委員） 

 家庭での会話量などによっても、理解度は変わってくる。（鈴木委員） 

 学校運営協議会を地域へ周知させるというよりは、地域からの意見を集約して学校へ渡し、学

校運営への意見を述べるということが重要なことで、キャリア教育の細かいことを行ってい

くというのは本質が違う気がする。（安戸委員） 

 学校からの希望を聞いて、自分たちのつながりを基に橋渡しをすることが重要。（河村委員） 

 キャリア教育において、実際の職場体験だけが重要とも思わない。（山村委員） 

 コミュニティ・スクールとしての役割のために、熟議を行っていくことが大事。（内山委員） 



 学校教育目標は変わらないか。（安戸委員） 

→ 校訓は変わらないが、学校教育目標は変わることもある。現時点では変わっていない。（校長） 

 学校経営方針は校長が変われば変わっていくべき。（安戸委員） 

協議の結果、全員意義なくこれを承認した。 

続けて、校長から資料に基づき、『引佐南部中学校いじめ防止基本方針』について説明があり、委員か

ら以下の発言があった。 

・ 浜松いじめアンケートは誰が開封するのか。（安戸委員） 

→ タブレット上で行うので、開封は行われず、学校で見ることのみできる。内容によって教育相

談を行う。体罰アンケートは紙で行われ、開封はＰＴＡ会長が行う。（校長） 

・ 異文化や多様性に基づいたいじめなどは起きているのか。（山村委員） 

→ 引佐南部中では自然な関わりができていて、いじめなどは起きていない。外国籍だから、とい

うことでの差別は少ない。（教頭） 

・ 保護者へもこの資料は配布されるのか。（眞鍋委員） 

→ 保護者へも配布予定である。（校長） 

→ 外国籍の保護者は言語がわからないこともあるので、簡略化したものを翻訳して渡したり、ホ

ームページに載せたりするのも良いのでは。（眞鍋委員） 

協議の結果、全員意義なくこれを承認した。 

 

（２） 学校運営協議会の自己評価 

各委員が記入した自己評価をもとに熟議を行い、別紙のとおり評価をまとめた。 

また、委員から以下の発言があった。 

 『〇学校・家庭・地域が生徒をどのように育てて行きたいのか』という部分の内容が大きすぎ

る感じがする。地域への周知は興味を持っている人以外は気にしないのでは。（山村委員） 

 地域や家庭の目指す子ども像＝学校教育目標（安戸委員） 

 地域の人は南中の子供を知らない。地域の人が南中の子を見る機会がない。（河村委員） 

 協議会委員の紹介を周知することは、必要だと思う。ブログも先生の負担にならない程度で。

（山村委員） 

 熟議をどんどん深めていきたい。（内山委員） 

 部活動のクラブ化に関連して、野球の世界大会に出場して良い成績を収めた子の表彰を地域

で行う予定でいる。（山村委員） 

 

11 報告 

（１） 夢育やらまいか事業ＣＳ加算分の報告（教頭より） 

 

12 その他連絡事項 

（１） 次回開催日時 

令和６年度第１回 令和６年５月９日（火）１３：３０～ 

（２） 次回熟議内容について 

授業参観、新年度学校運営基本方針の説明、自己評価の項目検討 


